
項目 総合 項目 総合

１

家庭教育支援の充実に努める。

②家庭学習の定着率　100％

⑫ケース会議を適宜実施

⑧保護者との協働による生活リズムの習慣化
   （全家庭実施）

○「家庭学習の手引き」を活用し、家庭との共通実践
による習慣化を目指した指導
○個別面談を年２回実施（５月：希望、７月：全員）
○児童や家庭の困り感に応じ、ケース会議を随時実
施
●町当局をはじめ外部機関との連携による児童、家
庭の見守り、指導
●ＰＴＡと連携し、望ましい生活習慣（メディアコント
ロール）の確立に向けた学校保健委員会の実施
●家庭と学校（保健室を中心として）が連携して、生活
リズムの習慣化に向けた実践活動の実施
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〇家庭学習の習慣化についての保護者の評価では７２％
が身についているという結果であった。今後は、さらにタブ
レットの活用も含めて、学年の実態や個人の学びに合った
家庭学習に取り組む必要がある。
〇個別面談は予定どおり実施できた。
〇ケース会議については必要に応じて実施してきた。今後
の指導方針や情報を共有し家庭や児童へのサポートを組
織的に継続することができた。
〇メディアコントロールについては学校保健員会で６年生を
対象に講話を実施した。全校としては強調週間を活用して
家庭での取組を促してきた。

3.3

○保護者６、７割以上が認めているところ
がすごいと思います。
○家庭学習の習慣化は家庭の協力も必
要。学校と各家庭の更なる連携が重要と
考えます。
○教室での学びと家庭での学習（復習・
予習）がうまく機能しているので、落ち着
いた授業風景につながっていると思う。

２

学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教
育を推進する。
　
⑪地域学校協働活動と連携した「かわみなみ学」
の実施（各学年５回程度）
⑥あいさつ指導の徹底（６５％→８０％）
⑩幼保小連絡会を年３回実施
〇学校運営協議会の熟議による、地域社会に参
画する態度を育む活動の方向性の確立（年３回）
〇コミュニティ・スクールにおける活動内容の周
知・認知度の向上（３９％→６０％）

○教育課程に位置づけている「かわみなみ学」の計画
的実施
　※「かわみなみ学」：（地域を学ぶ、地域で学ぶ、地
域住民と学ぶ）学習
○地区公民館や見守り隊、読み聞かせ団体「あけぼ
の会」と連携した交通安全活動、交流活動等の実施
〇毎朝の玄関前でのあいさつ指導の実施
●幼保小連絡会を通じて、架け橋プログラムの作成・
共通理解・共通実践による連携の深化
●活動内容等を紹介するコミュニティ・スクール通信
の発行

4

〇「かわみなみ学」については、コロナ禍の対応を図りなが
ら計画どおり実施できた。また地区公民館や見守り隊、読
み聞かせについても協働した活動が継続できている。
〇学校運営協議会は、年度初めの熟議をはじめ、ふれあ
い参観日等で協働的に活動し児童や学校の様子について
観察・評価を実施できた。
〇コミュニティ・スクール通信で具体的に活動を紹介したこ
とで、認知度は５４％まで向上した。
〇あいさつについての保護者の評価は６６％であった。今
後、更に褒める指導を中心として見守り隊やPTAと連携を
図っていく。
〇幼保小連絡会はほぼ計画通り実施できた。幼児期と小
学校期のつなぎを意識し、視点を絞って指導方針を共有し
実践することができた。

3.7

○コロナ禍での「かわみなみ学」の実施は
すばらしいことです。また「コミュニティ・ス
クール通信」も高く評価します。
○「かわみなみ学」がコロナ禍で計画通り
に進んだ事はこれからの地元愛へつな
がっていくと思います。あいさつに関して
は大人からの声掛けも必要だが、防犯も
考えると難しい問題です。
○地域の方々とのつながりが高く、子ども
達を様々な視点から見守る意識が高く
なっていることがすばらしいと思う。

１

読書活動を推進する。
③学校図書館の充実による本に親しむ児童の増
加（「主体的読書」７０％→８５％）
③「あけぼの会」による読み聞かせを、毎月１回
実施
③町立図書館の機能を生かした学級文庫の充
実による読書機会の確保（各学年学期１回）

○司書教諭や町読書担当職員を核として、学校図書
館と町立図書館との連携を図りながら、多様な読書活
動を実施（学習指導部）
●寄贈図書及び図書購入予算による、児童の実態に
応じた新刊の購入 3

〇主体的な読書について児童の評価は、６１％と前年度よ
り下がってしまった。読みたいと感じさせる環境整備や時間
の確保など今後対策が必要である。
〇あけぼの会による読み聞かせは、ほぼ計画通り実施で
きた。
〇町立図書館との連携については、学級文庫の入れ替え
の頻度を上げたり教科学習に関連する書籍を借りたりな
ど、今後工夫が必要である。

3.3

○ソーシャルメディア等、児童の関心が読
書に向かない現状だが、本を楽しむ工夫
が実施されていると思います。
○活字を読む習慣が少なくなっているの
が今の子ども達の特徴かもしれません。
絵本からやり始めてもいいのかと思いま
す。

２

確かな学力を育む教育を推進する。
①「学びの時間」を生かした個別指導の充実
（毎週実施）
①協働的な学びを目指した授業改善
（「自分の考えをよく発表」５８％→７５％）
①各種学力検査（全国平均＋３～８%）
②家庭学習の習慣化（定着率100%）

●「学びの時間」における指導を全職員で実施
●宮崎大学と連携して、読解力や表現力等の向上を
目的とした授業改善の実施（研修部）
○「学習指導虎の巻」を活用した望ましい学習態度の
確立（学習指導部）
○各種学力検査等を生かした本校児童の学力課題
の明確化及び授業改善等を通した課題解決
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〇６年生の学力検査の結果を見ると、５年時の学力検査が
平均より－１０ポイント程度だったものが、６年時の検査で
は平均をやや上回ることができている。授業、個別指導、
家庭学習などの効果が表れている。
〇「学びの時間」（補充指導・個別指導）は計画通り実施で
きている。考えを発表することについての児童の評価は５
７％と前年度とほぼ変わらない。更なる学力向上に向けて
授業改善が必要である。

3.7

○学力検査結果が上昇することはすご
い。
○児童の能力に合わせた学習指導で結
果が表れてきていると感じます。
○物事に対する気持ちのもたせ方、興味
を引くような授業がされていたと思う。

３

人権を尊重し、豊かな心を育む教育の推進
④教育相談や日常の観察によるいじめ等の早期
発見と早期対応
（「子どものことについて誠実に対応」
　　　　　　　　　　　　８５％→９５％）
（「困ったときに先生に相談しているか」
　　　　　　　　　　　　６７％→９０％）
⑤教職員の人権感覚を育むための研修の充実
（年３回程度）
　

●高学年の総合的な学習の時間や、委員会活動を通
して、SDGｓの視点から、自他の幸せを目指した思い
やりのある言動の育成
●教育相談やえがお推進委員会を通して、悩みやい
じめ等の早期発見、組織的・継続的な指導・支援の実
践
○ＪＲＣ委員会や朝のボランティア活動を核として、青
少年赤十字の目標である「気づき・考え・実行する」態
度の育成
○外部機関等と連携した「いのちの授業」（３年生）・
「認知症サポーター養成講座」（４年生）・「がん教育に
よる命の授業」（５年生）の実施

3

〇学校が子どものことについて誠実に対応しているかにつ
いて保護者評価は９２％、問題の早期発見について教師
評価は８１％であるが、児童が困ったとき先生に相談して
いるかは６９％であった。児童への悩み相談アンケートは
毎月実施し教師間で実態把握や指導について協議してい
るが、さらに相談しやすい体制や雰囲気を作っていく必要
がある。
〇人権に関する研修や授業についてはすべて実施できて
いる。人権感覚を高め、他者を尊重し認める心を、授業だ
けでなく日常の活動においても意識して指導していく必要
がある。

3.7

○保護者の９割以上が評価するのはす
ばらしいことです。
○保護者評価が高い事は学校側の対応
の早さだと思います。自他共大切にする
心の教育への取組も実施されており良い
と思います。
○たくさんの児童を見守っていく中で、小
さなことを全て把握することは困難と思わ
れますが、異変に早く気付くことで解決が
即座になると思います。がんばってくださ
い！

４

特別支援教育を推進する。
⑤特性のある児童の共通理解と共通実践
⑤教師の人権感覚を磨き、指導力を高める研修
の実施（年３回程度）

○えがお推進委員会の月１回実施、特別支援教育の
観点からの共通理解及び共通実践の具体策確認
○個別の指導計画、教育支援計画に基づく児童への
支援について、職員間及び保護者における共通理解
●困り感のある児童について常に情報を共有し、校
内就学支援委員会やケース会議による早期対応
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〇児童の特性を共通理解する研修や困り感解消のための
指導の在り方についての協議など、機会をとらえて実施し
てきている。
〇職員間でも児童の状況について情報交換や相談を、学
年主任や特支コーディネーターを中心に行っており、適時
ケース会議や保護者との面談につないでいる。

4.0

○児童の特性を共通理解することや児童
の状況を情報交換する等、すばらしい取
組です。
○児童がそれぞれの特性を理解して接し
ていると感じました。
○情報共有が大切です。先生方が取り組
まれている事を今後も積み重ねてほしい
と思います。

５

郷土を愛し、地域社会に参画する態度を育む教
育を推進する。
⑪「かわみなみ学」の実施（再揚）
●児童を主体とした地域社会への参画を企図し
た学習活動の創造

〇ＳＤＧｓの観点から、特に委員会活動と総合的な学
習の時間において、よりよい地域社会づくりに参画す
る実践的態度の育成
●地域社会に参画する機会として、５年生の米作りを
生かした米粉ドーナツのアイディア提供、参観日や軽
トラ市での販売体験の実施
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〇５年生を中心とした米粉ドーナツ作り・販売を実施でき
た。児童、保護者、学校、親児の会、地域おこし協力隊、行
政が連携した取組となり、キャリア教育の側面からも意義
深いことであった。新たな伝統としていきたい。
〇SDGｓを意識した委員会活動での取組については高学
年を中心に今後も継続していく。

4.0

○ドーナツの販売体験は児童に尊い経験
になると思います。
○ＳＤＧｓ現代社会でのテーマに積極的に
取り組まれていると思います。
○新しい取組を学校の枠を超えて行えた
ことは大きく評価できます。次につなげま
しょう。

６

キャリア教育を推進する。
⑪地域住民や各種団体等と連携した交流活動の
実施（各学年５回程度）
⑥教児同行による基本的な生活習慣の指導の
徹底（「基本的な生活が身についているか」８３％
→９５％）
⑥学校生活全般を通した規律を遵守する態度の
育成（「集団生活に必要なきまりや約束を守って
いるか」８５％→９５％）

○ふれあい参観日における、多彩な職業人から「職業
観」や「生き方」を学ぶ「よのなか教室」の実施（11月）
●全職員による、重点実践事項「５つの無言をしっか
り守ろう」の指導の徹底

3

〇地域や外部団体との連携、「よのなか教室」の実施など
充実した取組を行えている。
〇基本的な生活が身についているかという保護者評価は、
７６％に下がっている。必要なきまりや約束を守っているか
も８０％に下がっている。指導しているかの教師評価は１０
０％であるが、児童は守っているかが７７％である。指導の
成果をあげるために「５つの無言」を徹底して指導していく
必要がある。

3.3

○「よのなか教室」もおもしろい取組と思
います。
○学校側は真剣に取り組んでいても児童
が守ってくれない事はとても残念です。
個々を大切にする風潮が強い現代であり
難しい課題です。
○小学生からキャリア教育を受けること
は、大変意義のあることと思います。

７

社会の変化に対応した多様な人材を育む教育
を推進する。
①デジタル教科書やタブレットを活用した授業の
日常的実施（毎日活用）
①実践的なコミュニケーション力の育成を図る外
国語教育の充実（「英語の学習が好き」　７９％→
８５％）

●電子黒板やタブレットの、授業での有効活用方法に
ついて研修を実施
〇ＩＣＴの効果的活用を意図した授業研究の実施
●タブレットを持ち帰っての家庭学習実施に向けた段
階的実践
〇ＡＬＴを活用し、実践的な表現活動を充実させた授
業の実施
〇英検Ｊｒ（６年生）の実施
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〇ＩＣＴを活用した授業については研修を重ねているが、思
考を深めていくためのＩＣＴの効果的な活用については継続
して研修を深めていく必要がある。
〇タブレットの平日や週末の持ち帰りを段階的に進めてい
る。タブレット取扱いに関する指導や使いやすいアプリの購
入などを次年度に向けて進めていく。
〇英語が好きという児童評価は７０％であった。掲示物等
を活用し興味関心を高める手立ても必要である。

3.3

○これから益々重要となる分野であり、こ
のまま継続して取り組んでいただきたい
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
ＩＣＴ教育の充実には、まだまだ時間がか
かると思いますが、これからの時代にか
かせない分野です。がんばってほしいで
す。

１

教職員の資質向上の推進に努める。
①宮崎大学と連携した研修の実施（令和３年度
から３ヶ年計画）

〇大学教授を招いての研修の実施
〇年２回の授業研修会及び一教師一授業の実施
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〇教授を招いての研修を２回、授業研修会や一教師一授
業の実施を進めることができた。今後は、全職員で読解力
向上に向けた授業改善に取り組んでいく必要がある。

3.3

○教授を招いての研修はすばらしいと思
います。
○先生方の向上心が素晴らしいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
大学との連携は、新しい今を取り入れら
れますので今後も続けてほしいです。

２

安心・安全な教育環境の整備・充実に努める。
⑦避難訓練の実施及び引き渡し訓練の実施（年
３回）
〇登下校の安全指導の充実（登校班長会の実施
を学期１回、見守り活動を毎日、見守り隊との連
絡会を月１回）
〇児童の安全意識の向上（「遊具を安全に使用」
　　９９％→100％）

○緊急時の引き渡し訓練の実施（２年に１回　本年度
は訓練実施）
〇地区懇談会の実施（７月参観日時）　地区指導者、
保護者、教員、６年児童及び行政当局担当者が参加
●ＰＴＡと連携した各地区の安全点検の実施（年１回）
○地区児童会の実施（学期１回）
○見守り隊による登下校時の支援（毎日）
○教職員による下校指導の実施（随時）
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〇方策・手立てについては、すべて計画通り実施できた。
特に、地区懇談会における安全確認について６年児童と保
護者、行政担当者が協議できたことは意義があると考えて
いる。
〇遊具を安全に使用しているかの児童評価は９６％であっ
た。目標の１００％ではないが安全意識は高まっていると言
える。

4.0

○児童の安全については地域、行政との
連携は必須です。学校の安全意識は高
いと思います。
○緊急時を想定した児童の引き渡し訓練
は、とても素晴らしいと思います。地震を
想定して車ではなく徒歩での迎えも必要
かもしれません。

１

学校体育の推進に努める。
⑨体力テスト　各項目平均以上

○体力向上プランに基づく具体的実践　特に体育学
習の充実
○平素学習時の立腰指導
●外遊びの奨励（保体安全部重点指導事項） 2 2

〇体力テスト結果は平均以上となったのは２項目だけであ
る。昼休みの外遊びを多くの児童が実践しているが、運動
に親しむ環境整備や仕掛けを考えていく必要がある。

2.7 2.7

○休日、外で遊んでいる児童を見かけず
寂しいです。
○伸びしろを引き出すことで、眠っている
能力がきっと開花すると思います。「遊び」
を多く取り入れたいものですね。

令和４年度　学校自己評価書　（川南町立川南小学校）

※評価資料にある〇数は、「学校経営方針具体的実践事項①～⑫」である。 ●本年度、重点取組事項

項目 評価指標　及び　具体的目標 方策・手立て
自己評価

結果の考察・分析および改善策等

Ⅳ　文化やスポーツに親しむ社会づくりの推進

委員評定
委員の意見

Ⅰ　町民が生涯を通じて学び、教育に参画する社会づくりの推進

3 3.5

Ⅱ　社会を生き抜く基盤を培い、未来を担う人財を育む教育の推進

3 3.6

Ⅲ　教育を支える体制や環境の整備・充実

3 3.7

４段階評定 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要する


